学位（博士）論文要旨 : 親子関係における血縁の位置づけ : 家族の多様化と血縁意識に着目して by 久保原 大
1 
 
学位（博士）論文要旨 
親子関係における血縁の位置づけ 
家族の多様化と血縁意識に着目して 
 
2018 年度 博士論文 
 
久保原 大 
要旨 
本稿は，多様な家族関係における，親子の血縁と血縁意識，そして
アイデンティティのかかわりを血縁／非血縁親子関係から検討するこ
とにより，家族社会学に，親子関係を再考するための新たな視座を提
供することを目的とする． 
 近代日本の「家」制度のもとでは，家督の継承が最重要事項であり，
家族形成における血縁はそれほど重視されていなかった．しかし，近
年の DNA 研究の進展や生殖補助医療技術の発展にともない，人びと
の血縁意識が強化されている観がある．また，離婚の増加にともなう
再婚の増加によって，ステップファミリーも増加している．  
このように，技術の進歩や社会状況の変化によって，家族の多様化
がひろがり，家族に対する人びとの意識も変化してきていると思われ
る．しかし，ステップファミリーの増加や特別養子縁組に見られるよ
うに，親子関係における血縁からの距離化が図られている一方で，生
殖補助医療の現場では血縁に対するこだわりが見られる．この相反す
るような血縁意識のひろがりは，今後の家族観にさまざまな問題提起
をするだろう．けれども，これまで人びとの血縁意識がどのようなも
のであるかを検討した研究はない．先行研究では，多様な非血縁親子
関係を概観し比較する研究があまり行われていないために，血縁と血
縁意識に焦点を当てていない研究ばかりが，多く生まれている． 
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そこで，先行研究の問題点を集約すると，一つは「家」制度に基づ
く親子関係において血縁が擬制されたことや，その延長線上にある
AID に見られるように，親子関係における血縁とアイデンティティが
分節されて捉えられていること．二つ目に，血縁がある／ないという
二項対立が基準となり，血縁がある／ないことそれぞれが持つ正／負
の効果を捉えていないこと．そして最後に，個別の事象における血縁
に焦点が当てられているため，人びと血縁意識がどのようなものであ
るかを捉えていないという三点に整理できるだろう．  
 そこで本稿では，親子関係における「血縁・血縁意識・アイデンテ
ィティ」の関わりとはどのようなものか，という問いを立て，それを
さまざまな事象から分析する． 
まず，生殖補助医療の進展は，複数の親をもたらすことになった．
その一つである AID によって生まれた人たちが，その事実を知って受
ける衝撃は，父親と思っていた人が父親でなかったということだけで
なく，自分の遺伝上の父親が誰かわからないというものであった．AID
で生まれた人たちの語りからは，親子関係における血縁がアイデンテ
ィティと強く関わっていることがうかがえた． 
次に，非血縁者による養育という観点から，実親の代替としての児
童養護施設に着目し，血縁者である実親を頼れないことがもたらす困
難を明らかにし，その対応策を検討した．近年の施設の入所理由は虐
待によるものが多く，被虐待という経験がコミュニケーションスキル
に影響し，血縁者である実親を頼れないことが，その後の生活に多く
の困難をもたらす． 
次に児童養護施設や里親のような公的実践と，特別養子縁組やステ
ップファミリーのような私的実践における非血縁親子関係の血縁につ
いて検討した． 
公的実践の背後には明らかに「公」に含意される責任があるが，同
じ公的実践である児童養護施設と里親では血縁に対するスタンスの違
いがあった．また，同じ私的実践である養子縁組とステップファミリ
ーでも血縁に対するスタンスには違いがあった．そこには，それぞれ
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が公的／私的であることの違いだけでなく，その養育形態や成員の構
成などの違いにより，養育者から子どもに対する血縁の捉え方だけで
なく，子どもから養育者対する血縁の捉え方にも違いがあることが明
らかとなった． 
次に，大学学部生へのアンケート調査から，大学生の血縁意識を検
討した．その結果，血縁意識がそれぞれの選択（仮想的事態）に反映
されている可能性が示唆された． 
では，その血縁意識とはどのようなものか．多くの人の血縁意識は，
親子における血縁が当たり前のものであることにより潜在化され，潜
在化されていることにより，その血縁意識に自覚的ではなく状況依存
的なものとなっている，と考えられる．血縁意識は，人びとが血縁に
どのような意味づけをするかに依存する．そしてその意味づけは，血
縁がもたらす効果によって変化することが示唆された． 
次に，結婚と離婚という経験が血縁意識に作用するかをシングルマ
ザーへのインタビュー調査により検討した．その結果，離婚前と離婚
後で血縁意識に変化が生まれる場合もあり，自身および元パートナー
と子どもの血縁について，「切っても切れない」ことがもたらす正／負
の面があることも明らかとなった．そして，定位家族，生殖家族，結
婚，出産，離婚など，それぞれの状況が血縁にさまざまな意味づけを
もたらすことも見られた． 
最後に，増加する児童虐待において，非血縁パートナーに着目し，
血縁意識が影響しているかを児童虐待検挙状況から検討した．その結
果，非血縁パートナーからの虐待には，血縁（意識）が関与している
ケースがあるにもかかわらず，現在の対応において血縁（意識）とい
う視点がないことが明らかとなった．そして，「血縁がない」ことだけ
でなく，「血縁がある」という「切っても切れない」関係であることが，
実親からの虐待の要因になることがあることも確認できた．判例にも
見られるように，血縁（意識）が虐待の要因となることがあるのであ
る．虐待の防止を唱えるのであれば，血縁（意識）を一つの視点とし
て取り入れるべきである．  
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以上のように，「血縁・血縁意識・アイデンティティ」はそれぞれ強
固に関係しながらもその様相は，複雑であることがわかる．そして人
びとの血縁意識は，その血縁にどのような意味づけをするかによって
さまざまに変容する．さらに，その意味付けは，ライフコースにおけ
る選択や他者との関係性，その人が置かれた状況や知識，情報に依存
する．つまり，この人びとの血縁意識の全体像を捉えない限り，血縁
（意識）が関与していると思われる問題への対応策を検討することは
できない． 
そして，この親子関係における血縁（意識）を捉える視座は，多様
な家族形成や親子関係，そして血縁について考える教育機会形成の必
要性を明らかにした．親子の血縁にかかわる問題に対処するには，人
びとの血縁意識がどのようなものであるかを理解することと，血縁の
ある／なしによるその効果の全体像を捉えるための教育機会が必要で
ある． 
それは，人びとが親子関係における血縁において，これまで検討し
た事象のどの状況に遭遇するかは，ライフコースにおける選択や他者
との関係性によってさまざまに変化し，それによって血縁の効果も変
容するからである．すなわち，誰しもが本稿で示した親子（養育）関
係になる可能性がある．そして，これらの状況に置かれたときの人び
との血縁意識は，それぞれが血縁にどのような意味づけをするかに依
存する． 
 このような状況において，家族社会学におけるこれ以上の「血縁」
問題回避は不毛ではないだろうか．親子関係における血縁を重視する
傾向は，一見親子関係を強化するように見えるが，多様化する家族に
とって多くの問題を誘発しかねない．血縁（意識）から家族を捉えな
おし，家族を定義することではなく，多様化する家族において，血縁
や遺伝子などのような所与のものに依存しない信頼関係やネットワー
クを構築することが求められる． 
 
（くぼはら まさる・首都大学東京博士研究員） 
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